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　消化器内科紹介
―消化管出血の際の内視鏡治療について―

消化器内科 部長　中原 弘雅

各診療科紹介   58 ～発達ハビリテーション　子どもの作業療法「遊ぶ・学ぶ・くらす」～
　　　　　　　　　　　　　リハビリテーション室  主任  作業療法士　矢野 俊恵

医療社会活動室長　井上 より子 図書室司書　松長 聡美

はじめに
　当院消化器内科は9人の常勤医
師と3人の非常勤医師にて消化器
領域の診療を行っています。健康
診断や他科受診中の方の腹部超音
波検査や内視鏡検査等も担当して
おります。
　今回は消化管出血の際の当院で
の内視鏡治療についてお話しさせ
て頂きます。

消化管出血の原因
　消化管出血の原因には様々な病
気があります。症状としては吐血、
黒色便、血便などがあります。
　吐血、黒色便といった症状は主
に上部消化管からの出血で生じ、
原因としては胃・十二指腸潰瘍、マ
ロリーワイス症候群、胃炎、食道・胃
静脈瘤、悪性腫瘍などがあります。
　血便は小腸や大腸の下部消化管
からの出血で認められ、小腸出血、
大腸憩室出血、様々な腸炎、慢性炎
症性腸疾患、痔核、悪性腫瘍などが
あります。
　消化管出血が疑われる場合、CT
検査、上部内視鏡検査、下部内視鏡
検査、またそれらでも診断ができ
ない場合にはカプセル内視鏡など
を用いて診断を行っていきます。

薬剤局注法
　薬剤を直接組織内に注入するこ
とで血管を固め、止血する方法で
す。
高張食塩水＋エピネフリン液
（HSE）局注法
　エピネフリンの血管収縮作用と
高張Na液による出血点周囲組織の
膨化による圧迫止血効果により止
血させます。

内視鏡的静脈瘤硬化療法（EIS）
　静脈瘤の血管内あるいは周囲に
硬化剤を注入することで止血を行
います。

機械的止血法
クリップ止血
　消化管の止血や小さな孔の縫縮
のためのクリップで、出血している
箇所を挟むことで止血することが可
能です。体内に留置されたクリップ
は数日～数週間で自然に外れ、便と
一緒に排出されます。

内視鏡的静脈瘤結紮法（EVL）
　静脈瘤をゴム製リングで止めて
止血します。

熱凝固法
高周波止血鉗子
　出血している血管を鉗子で挟
み、高周波で血管を焼灼すること
で止血を行います。潰瘍表面など
の露出している血管などに対して
行います。

アルゴンプラズマ凝固法
　アルゴンガスを用いて短時間で
広範囲に浅い深度で熱を加えて、
表面を焼くことで止血を行います。

昨年度、当院では108件の消化
管出血に対して内視鏡止血を行い
ました。中には内視鏡処置による
止血困難事例もありそのような場
合には、放射線科、消化器外科と
連携しながら、治療をおこなって
おります。
　今後とも地域のお役に立てるよ
う日々精進して参りますので何卒
よろしくお願い致します。

EVL 後の様子 ( 画像 ) は次列上⤴

クリップ止血前（大腸憩室）

クリップ止血後

EVL 処置の様子

EVL 後

憩室…消化管壁の一部が外側へ
　　　袋状に突出したもの

止血鉗子前 ( 十二指腸潰瘍 )

止血鉗子後

　毎年 10 月 27 日から 11 月 9 日の
2 週間は「読書週間」として、全国
で読書に関する様々なイベントが
行われます。当院でも、10 月 31 日・
11 月 1 日、ボランティア白鷺と職
員図書室がコラボレーションした
読書週間イベントを、今年初めて
開催しました。
　ボランティアさんと職員から、
古本と、ある物の材料（端切れや
リボンなど）を集めました。それ
らの材料は、ボランティアさんの
手により、とても素敵なブックカ
バー・しおりに変身！古本約 650
冊とともに、患者さんへ無償で差し
上げました。

　天高く秋らしい天候の下、ボラン
ティアさんによる絵本と紙芝居の「青
空おはなし会」。患者さん参加型で盛
り上がりました。
　たくさんの患者さんで大賑わい、特
に絵本・児童書が大人気！本を選びな
がら会話が弾む親子、読みたかったマ
ンガを偶然にも全巻ゲットしてご満悦
の方、中庭テラスでゆっくり読書を楽
しむ方。それぞれの形で本に親しんだ、
素晴らしいひと時でした。

＠中庭テラス

　当院作業療法では、脳神経外科や整
形外科だけでなく小児科からの処方で、
言語発達遅滞・自閉症スペクトラム障
害・発達障害など、1 歳半から小学生
まで、幅広い年齢の子どもたちと日々遊
びながら向き合っています（下図）。
　「ハビリテーション」は、ラテン語の 
habilis が語源となっています。re（再び）
+habilis（適した）が語源となる「リハ
ビリテーション」が回復を目的とするの
に対し、持っている機能や能力を生かし
て、さらに発達させる治療です。
　子どもの作業療法は「遊び」「学ぶ」

の領域が中心になります。体を動かす、
道具をうまく使って生活動作を自立す
る、自分の気持ちを表現する、友達と
協力する、などです。
　子ども一人ひとりに合わせた活動でア
プローチし、成功体験を積み重ねること
で自己肯定感を高め、総合的な発達を
促していきます。その中でできるように
なることを増やし、将来、人と関わりな
がら自分自身で考え、自立して「くらす」
ことを目指したいと思っています。
　当院では、生活で使用するものや手
作りの訓練器具を取り入れ、興味を引

き出すように心がけています。写真の
遊具や補助具などは実際に使用してい
るものです。
　子どもが初めて「先生」と呼ぶ場面
に立ち会えるなど、子どもたちの育って
いく姿を目の当たりにでき、作業療法士
として貴重な経験をしています。生まれ
持った特性に向き合うことは大変な思い
もあると思いますが、親御さんとそのプ
ロセスを共有することで、少しでもより
良い社会生活が送れるよう、生きるヒン
トがひとつでも多く習得できるよう、共
に歩んでまいります。

　10 月 24 日・11 月 14 日、
河原アイペットワールド専門
学校のご協力により、開催し
ました。
　「癒される」と仰る方が多い
中、小さなお子さんにとって
は、初めて犬猫に触れる貴重
な体験の場でもあるようです。

EVL 前（食道静脈瘤）


